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震
災
の
教
訓
に
何
を
学
ぶ
か
…

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
を
終
え
て

         

愛
南
町
消
防
本
部　

小
泉 

慶

　

３
月
１１
日
（
金
）
午
後
２
時
４６
分
ご
ろ
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
に
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９．０
の
大
地
震
が
発
生
し
、
こ
れ
に
伴
う
大
津
波
が
岩
手･

宮
城･

福
島
県
な
ど
東
北
地

方
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
愛
南

町
に
お
い
て
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
新
た
な
防
災
体
制
の
構
築
、
防
災
施
設
の

整
備
推
進
、
そ
し
て
防
災
教
育
の
一
層
の
充
実
、
さ
ら
に
は
医
療･

福
祉
分
野
と
の
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
被
災
地
で
捜
索
活
動
を
行
っ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
と
「
四
国
防

災
八
十
八
話
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

震
災
発
生
か
ら
４
日
目
の
３
月
１４

日
、
緊
急
消
防
援
助
隊
愛
媛
県
隊
の
一

員
と
し
て
、
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験

は
今
ま
で
に
無
く
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
し
か
し
、
行
く
か
ら
に
は
、

全
力
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
決
意

し
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

出
発
し
て
か
ら
３
日
目
の
夜
、
岩
手

県
釜
石
市
に
到
着
し
て
、
次
の
日
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
消
火
隊
は
、

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
よ
る
人
命
捜
索
活

動
。
救
急
隊
は
、
病
院
や
消
防
本
部
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
私
は

救
急
隊
員
と
し
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

活
動
中
、
想
像
を
絶
す
る
惨
状
を
目
に

し
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
東
北
地
方

の
美
し
い
光
景
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
愛
媛
県
隊
が
活
動
の
拠
点
と
し
て

い
た
釜
石
市
も
大
津
波
の
被
害
で
町
並

み
は
全
て
無
く
な
り
、
瓦
礫
の
山
と
化

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
活
動
を
終

え
、
３
月
２１
日
無
事
帰
庁
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
す
る
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
胸
を
打
た
れ
る
こ
と
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
勇
気
を

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
こ
の
貴
重
な
経
験
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
日
々
努
力
す
る
覚
悟

で
す
。
東
北
地
方
の
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
っ
て
。

緊急消防援助隊愛媛県隊
愛南町消防本部では、隊員8名を緊急消防援助隊愛媛県
隊に派遣し、3月14日から21日にかけて、岩手県釜石市を
中心に救援・捜索活動を行いました。
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小学生の部　最優秀賞　萬 帆
ほ の か

乃香さん（東海小6年）

　　　　　　優秀賞　　山本竜
りゅうしょう

将さん（一本松小4年）

　　　　　　　　　　　山本　純
じゅん

さん（篠山小6年）

中学生の部　最優秀賞　吉田直
な お と

人さん（城辺中1年）

　　　　　　優秀賞　　兵頭泰
た い へ い

平さん（内海中3年）

　　　　　　　　　　　武井美
み ゅ う な

優菜さん（一本松中1年）

この中から、中学生の部最優秀賞の作品をご紹介します。

四国防災八十八話第73話
「土下座の説得」を読んで
愛南町立城辺中学校 
１年   吉田 直人

　僕はこの話を読んで、消防団長の気持ちが
よくわかりました。土下座をしてまで避難させ
ようとして、人の命を守りたいという強い気持
ちが伝わってきました。
  去年の二月ごろに発令された津波警報の

時、僕は友達と一時避難場所にいたけど、地域の人たちは普通に買い
物をしていたり、車でどこかに出かけたりしていて、多くの人が避難勧
告を守らず、普通に過ごしていました。この話に出てきた、逃げていな
い人たちと似ているなと思いました。老人の人たちは、南海地震の津
波の怖さを知っているはずなのに、なぜ避難をしなかったのだろうと
思いました。あの時、津波一時避難場所にいたのは、僕と友達二人の
三人だけでした。公民館の前では、消防士の人たちが「避難してくだ
さい。」と呼びかけていたのに、それでも誰も家から出てきませんでし
た。外で遊んでいる人たちもいて、海がすぐ近くにある家の人も、近く
にとめてある船のそばで、のんびり散歩していて、少しも逃げる様子
がありませんでした。
　結局、津波は来なかったけれど、もし来ていたらどうなっていただ
ろうと思います。今回のような防災意識だったら、この話の消防団長
のように説得しようと各家を回っても、無視されてしまうのではない
でしょうか。
　僕の兄は地域の消防団員なので、大地震が来た時、この話の消防
団長みたいに、人々を助けてほしいです。そのためには、地域の人が
もっと高い防災意識を持たなくてはいけないと思います。僕は、台風
や津波警報、いろいろな警報が発令されて、消防団の人が避難するよ
うに言ってきたら、がんこに断らずに、周りの人を誘って、すぐ逃げる
ようにしたいです。

＊四国防災八十八話は、四国に伝わる災害や防災の言い伝え、災害体験  談の中から、代表的
な八十八話を収録したものです。愛媛大学防災情報研究センターのホームページからダウン
ロードできます
http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/dmi/web88_0807/index.html

　尊い犠牲を伴った先人の経験や知恵を学び、それを自分の経験や

知恵とすること(世代や地域を超えた経験と知恵の共有)を目的とし

て、町内全小中学校を対象に、「四国防災八十八話」や「災害体験談

聞き取り調査」を題材とした感想文コンクール(愛南町防災教育推進

懇談会主催)を実施しました。

【入賞者は次のとおり】

平成22年度四国防災八十八話読書感想文コンクール


